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よい会社をめざす よい経営者になろう よい経営環

株式会社河内物産 

事業を通じてたくさんのありがとうを作る 

クローズアップ 

中小企業魅力発信行事 

中小企業は地域のインフラ「地域企業」 

写真：中小企業魅力発信行事  登壇者 
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  1974年、鶏の飼育、処理、解体、鶏肉の販売まで行

う会社として創業。1991年、食鳥検査制度が施行され

ると、北陸では飼育から販売まで一貫して行うことができ

る北陸唯一の会社となりました。現在は加工と販売をメ

インに行っています。 

■経営理念は会社の財産 

  当初、河内氏は臭い、汚い、誰も寄り付かない家業を

好んでいませんでした。することがなかったから入社したの

が始まりです。物を売ればいい、親が築き上げた販売先が

ある、それにすがる自分に、自分軸はありませんでした。し

かし、2010年代表取締役社⾧に就任し、2011年同友

会に入会。そこから思考が変わっていきます。 命をいただく

現場を目の当たりにしている会社だからこそ、そのありがた

さをしっかり伝えることが大切だと気づきました。同友会の経

営指針成文化講座で作成した経営理念「わたしたちは事

業を通じてたくさんのありがとうをお作りします」は自分軸とな

り、会社の財産になりました。 

■逆境が決断させた新事業 「KITOプロジェクト」 

 コロナ禍で価格競争は激化。大手２社との取引が解消

となった上に右腕だった幹部が倒れ、大変な窮地に追い込

まれます。惨状を少しでも改善するために、2カ所の加工所

を1カ所に統合、そして断腸の思いで社員のリストラを実施

しました。 

 河内氏はこの逆境で、経営理念に立ち返ります。命の大

切さと、感謝を伝える環境を確立したいと強く感じ、それま

で温めていた新事業を立ち上げる決断をします。 

【※同友会型企業づくり】（21世紀型中小企業づくり） 

１.自社の存在意義を改めて問い直すとともに、 

  社会的使命感に燃えて事業活動を行い、国 

  民と地域社会からの信頼や期待に高い水準で 

  こたえられる企業。 
 

２.社員の創意や自主性が十分に発揮できる 

  社風と理念が確立され、労使が共に育ちあい、  

  高まりあいの意欲に燃え、活力に満ちた豊かな 

  人間集団としての企業。 

事業を通じてたくさんのありがとうを作る  

株式会社河内物産  

代表取締役社長 河内 勇二 会員 

同友会型 
企業づくり実践 
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   新事業「KITOプロジェクトは、本社向かいの5,000坪の

広場を私設公園として開放。芝生を敷き、ベンチを設置、

ドッグランやニワトリが走り回る庭、地域の方の憩いの場を作

ります。そして商品を直接、消費者へ届けられる直売所を

建てました。 

■業界の価値観を変えるクラウドファンディング 

  直売所の目玉は希少な鶏の白レバーを使ったパテです。

鶏レバーは売れないからと流通にはほとんど乗らず、大量廃

棄されるフードロス問題を抱えています。消費者と生産者で

商品を作り、業界の価値観を変えていくことで、このような社

会課題を解決したいという思いがあります。 

 河内氏はパテ作りの設備導入とデザイン資金のためにクラ

ウドファンディングを実施。目標300万円を超える336万円

の資金調達に成功しました。「自社だけでは頓挫していた。

仲間や社員の頑張り、多くの方の支援で夢の実現に近づいた」と

話します。 

 7月22日、このプロジェクトはグランドオープンし、木陰でく

つろぐ人やドッグランに集う愛犬家で賑わいました。直売所

では、生産者のこだわりを聞きながら商品を選ぶことがで

き、鮮やかな緑と青空の下、日曜日には焼き鳥も販売しま

した。「鶏肉生産にまつわる問題を知ってもらうきっかけとし、

未来を担う子供たちの食育の場にしたい」と、今後の展望を熱

く語る河内会員。今はまだ夢の序章が始まったばかりです。  

（取材：橋本 峰之 広報委員） 

Corporate Data    
株式会社河内物産 

所在地／かほく市高松乙 2-96  

設立／1974年12月 (昭和49年) 

資本金／6,225万円    社員数 ／47名 

事業内容／鶏肉の加工、販売 

▼ 直売所ではこだわりの商品を販売、消費者の声を聞く 

▲ シンボルツリーの木陰は浜風がそよぎ、とても爽やか ▲ 瓶詰のレバーパテはプレーン・玉ねぎ・レーズンの三種 
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支部例会の活動報告 

能登支部 7月例会              7月21日（木）

委員会活動への参画を勧める 

 新入会員＆ゲスト

のオリエンテーションを

開催しました。始めに  

前田総務委員⾧が

同友会の理念から各

組織の紹介と内容を

説明しました。その後、能登支部4名の会員が所属する委

員会、部会の活動報告を紹介し、自社での実践や、経営

者仲間との繋がりを楽しそうに話していたのが印象的でし

た。特に経営指針講座受講者は、自社の方向性、進むべ

き道が明確になったと話し、皆に受講を勧めていました。 

 グループ討論では「自社の経営に生かすため、また自社で

培ってきた経験と知識をより多くの同友会企業に伝えるた

め、委員会活動に参画していきたい」と盛り上がった例会に

なりました。       （寄稿：浜中 成美 副支部⾧）              

白山・野々市支部 4周年記念大会  7月28日（木） 

永続的な地域発展に携わる支部に 

 支部設立4年目を迎え

た7月。水上支部⾧より

支部10年ビジョンと重点方

針の確認がありました。 

 第一部では、山下副支

部⾧から10年ビジョンに

ついて、成果が上がってるもの、実践中のものを含め報告・

検証が行われ、課題が明確になりました。ディスカッションで

は、出席者に質問を投げかけ、会員の意思共有をはかりま

した。第二部はローカルSDGsについて、①自社がやってる

業務や取り組み②地域の課題③持続可能な地域の取り

組みの3つのテーマをワークショップ形式で話し合いました。 

 改めて地域の課題を深堀りし、我々中小企業家がどの

ように関わり永続的な地域発展に携わっていけるか考える

有意義な場となりました。 （寄稿：正理  善寛 会員） 

南加賀支部 ７月例会               7月15日（金） 

同友会の魅力を再確認 

パネラー：園井 肇 会員 その井看板 / 東 和央  会員  
(有)パンあづま屋/松多 伸悟 会員 (株)アトラスホールディングス 
コーディネーター：今村  彰英 会員  (株)ADポイントニュービレッジ 

 7月例会は、～あなた

はなぜ同友会員なので

すか？魅惑の50代が

語り合います～をテーマ

にオリエンテーションを行

いました。  

 冒頭、前田総務委

員⾧が同友会の理念と活動内容等を説明。その後、3人

のベテラン会員が入会のきっかけや学び、悩んだことを赤

裸々に語り合い、新入会員と共に同友会とは？を学びました。 

 グループ討論では「他の団体にはない経営のイロハを学ぶ

場所」「それに伴う人脈作り」、と各々にとっての同友会の魅

力を再確認した例会でした。（寄稿：今村 彰英 広報委員） 

金沢城南支部 7月例会         7月26日（木） 

一度しかない人生、正々堂々やりたい事をやる 

喜多 計世 会員  喜多ハウジング㈱ 取締役相談役 

 創業53年目、王道の経営を掲

げ実践している喜多会員が報告

しました。「目標無くして行動無

し、行動無くして成果無し、成果

無くして幸せ無し」「一度しかない

人生、正々堂々やりたい事をや

る」の名言に心打たれた報告でし

た。グループ討論は「あなたの会

社の存在意義は明確ですか？」をテーマに討論しました。

その後、報告内容の理解をより深めるため、織田会員

（和光照明(株)）が座⾧となり、喜多会員の経営論に

ついて対談形式で質疑応答をしました。社員が自社への

誇りと使命感、存在意義を保つための教育プログラムなど

に感銘を受けました。 （寄稿：中嶋 幸恵 広報委員） 
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委員会・部会の活動報告 

■第15期経営指針講座オリエンテーション  

金沢未来のまち創造館    7月19日(火) 

一つ一つの取り組みが理念に繋がる 

 吉田章会員(野々市運輸機工(株))が『自分の

枠の外に点を打つ』と題し報告しました。報告では、

「理念に向けて、今まで自身がしていなかったことに

取り組みはじめ、一つ一つのことが点となり線となり

会社全体が理念へ少しずつ近づき変化していった」

と理念の必要性を語りました。 

 グループ討論では参加者各々の悩みを話してもら

い、指針書の必要性や意義を改めて感じる機会に

なりました。 

 本講座は、第1講理念①の8月20日(土)～21

日(日)を皮切りに、全6講の予定で、全て合宿形

式で行う予定です。（寄稿：奥 澄 広報委員） 

■青年部会7月例会 ITビジネスプラザ武蔵  7月29日(金) 

平野 光祐 会員 末広フーズ(株)   

人と向き合って見えてくるものがある 
 平野会員が「だから、踏み出した自分の道。親父と

向き合って見えてきた人を生かす経営」のテーマで報

告しました。父親(社⾧)と向き合うことで見えてきたも

のや、経営指針成文化講座の受講での変化を赤裸々に語りました。 

家業に入社してから感じた、家庭でのおおらかな父親像と会社での

冷静沈着な社⾧像とのギャップ。仕事を通し父親の偉大さを思い知

らされ、自らを変えるために自身と向き合ってきた話。講座を受講し、

社⾧と向き合い、自分なりの経営理念を作った報告は、普段のクール

な面とは異なる不器用で泥臭い面が見られました。 

その後「人と向き合えていますか？」をテーマに討論し、向き合うこと

と寄り添うことの違いや、いま向き合う人がいることの大切さに気付くこ

とができました。 (寄稿：忠田 浩兵 青年部会share部リーダー) 

司法書士・行政書士・社会福祉士 

のさか司法書士事務所 

〒921-8013 金沢市新神田4丁目13番9号 

TEL：076-291-7540 FAX：076-292-0954 

時間と手間がかかる相続手続き 

   もしものための遺言書の作成 

■地域政策委員会 中小企業魅力発信行事             石川県女性センター  7月16日(土) 

「中小企業経営者が考える地域の活性化と中小企業の未来」パネルディスカッション  

 中小企業は社会を支える地域のインフラ「地域企業」        

コーディネーター：篠田 隆行 金沢大学准教授  
パネリスト：宮本 周司 参議院議員／橋本 昌子 代表理事（（株）ス
パーテル）／絹川 善隆 副代表理事・地域政策委員長（（株）絹川商
事）／櫻井 浩一 会員（（有）インテグレイテッドシステムズ） 

 7月16日（土）、「地域活性化と中小企業の未来」と題し、地域政策委員会

による政策方針と、中小企業経営者が考える地域の活性化について、パネルディ

スカッションを開催しました。 

 第一部では地域政策委員会による政策方針「日本でいちばん人と地域を大切

にする中小企業経営県」と題し、中小企業とは社会を支える地域のインフラ「地域企業」であるとし、未来に向け私たちは地域

を大切に、雇用や文化、防災、経済、地域社会の視点で人を大切にする企業家を増やし、新しい起業家を生み出し育て、い

しかわ発の人と地域を大切にする経済圏をつくることや、地域の視点でSDGsを推進し新しい住みよい地域社会をつくっていくと

宣言しました。また、地域づくり事例モデル企業の紹介として、（株）日本海開発（南純代会員）の「地域でのSDGs推進」

と、（株）建築昌英（松村昌英会員）の「地域と連携し、お祭りを展開」を紹介しました。 

第二部では、パネリストに宮本周司参議院議員を迎え、中小企業を取り巻く課題や地域との関り・活性化、中小企業の未

来について討論しました。参加者からは「中小企業は地域企業であり、中小企業の存在や取り組みが地域活性に繋がることが

よく分かった」「連携・コラボが企業や地域の成⾧になる」等の感想がありました。 

今後、地域政策委員会では、中小企業は地域企業であるとの視点に立ち、地域における地域企業の価値を高め、地域

発展に寄与していくよう活動していきます。              （寄稿：絹川 善隆 副代表理事・地域政策委員⾧） 
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【審議事項／協議事項】 議題の順番と時間配分を変更 

【1】 金沢星稜大学との連携協定締結について 

【承認】 締結について承認   

【協議】 連携内容について 

 絹川：副学⾧から連携協定の話があった。目的と連携協 

 定内容を案として出している。委員会としては、「求人」「経 

 営指針」「中小企業の活性化」「地域づくり」に関係すると 

 ころをで進めていこうと思っている。本ひな形については、他 

 県の連携協定をベースにしている。協定締結自体をすすめ 

 て良いか、良いならば内容を協議してもらいたい。 

 黒崎：素晴らしい取り組み。どんなことができるかはみんな 

 のアイディアを出して、まずは始めることから。 

 河内：結ぶことによって何が変わるのか。 

 絹川：会としては連携を結ぶことで、横断的に地域社会 

 の発展に繋げていける。国も連携はキーと言っており、愛知 

 や⾧野も大学連携で実績を積んでいる。今後、星稜大学   

以外でも連携していければと考えている。 

 橋本：同友会も協定を結ぶことで、地域のためにというとこ 

 ろを表明していくことが大事。 

 絹川：連携協定は、代表理事と学⾧が結ぶので、互いに

趣旨を認めていることになるので、求人についても積極的に

コミットできるように進めていきたい。 

【2】 入会承認の件 【承認】3名の入会を承認 

 ※8月理事会承認会員数（379）名＝376＋（ 3 ） 

【3】 追加予算申請（10万円を超えるもの） 

 金沢中央支部 （活動推進費） 

【承認】 金沢中央支部からの追加申請を条件付きで承認   

 前田：総務委員会では内容については問題ないが、金沢 

 中央支部は8月に続いて2回目の申請になる点で公平性 

 の観点から議論があった。各支部の年度予算は予算ヒアリ 

 ング時に提出してもらっており、それに基づき活動推進費も 

 予算編成している。基本的には年間各組織１回の申請 

 を想定したものだ。もう1点は内容的に1支部単独で迎え

るのはもったいないのではないか、県行事で調整できないの

かという意見があった。 

 久安：グループ⾧や支部会員から声が上がって支部で盛 

 り上げているのはいいことだと思う。1支部でもったいないとい 

 うのも分からないでもないし、事前に支部⾧同士で相談で 

 きればよかったと思う。 

 三納：支部の垣根を越えて全体でやった方がいいと思う。

前田：予算には限りがあるので、単独か、合同でやるの

か、1支部何回でも申請できるのかを論点に議論してほし

い。 

2022年度 8月理事会  2022年8月4日（木）13：30～14：45  Zoomによるオンライン会議 
※豪雨災害危機のため、議題を変更し時間を短縮して開催 
出席：13名(うち代理2名)、欠席：3名、事務局：4名  
議長：宗守、議事録署名人：上野、議事録作成：井上 敬称略 

上野：申請2回目は何ともいえない。聞いてみたいが、ハイ

ブリッド形式なら参加しやすい。 

黒崎：リソースの分散を防ぐ例として、これを前向きにとらえ

てコラボしていく。事前に調整してもらうことが大事。 

久安：11月はグループ会として地域に関わることをやろうと

していた。金沢駅西支部と一緒にタイアップは可能か。 

宗守：10月に仲間を呼んで11月でクロージングという認識

でいければ･･･。河内特別理事にも動いてもらいたい。 

坂池：活動推進費が各支部１回というルールは初めて認

識した。しかしルールなら守らないといけないし、手を上げる

支部があれば合同でやってもらえればよい。 

前田：支部の横串で連携するのは理想的。 

橋本：皆さんで話し合って決めてもらいたい、予算執行も

皆納得のもとでやるのが同友会。 

宗守：「合同ならば」承認するということで審議する。 

【確認事項】 

【1】8月活動レベル  → 活動レベル（ 1 ） 

橋本：感染拡大しているので、レベル１だが責任ある行動

もお願いしたい。 

【報告事項／協議事項】   

【1】50周年プロジェクトについて 

【2】前期役員研修会について 

【1】その他  

 川島：経営者フォーラムは11/7（月）に日程変更する。 

 ※次回理事会 8月31日（水）13：30～14：30 

新入会員変更 紹介 

名引  佑季 （なびき ゆうき）  

(株)テングッド／代表取締役            

金沢中央支部／ 橋本(峰)Ｇ  

推薦者：河内／川島 

【新入会員】 

中谷  明博 （なかたに あきひろ）  

(有)中谷肉店／代表取締役            

金沢中央支部／ 出村Ｇ  

推薦者：川島／岡谷 

 『人を生かす経営 ～中小企業における労使関係の見解～』 

  発行：中小企業家同友会全国協議会 ５５０円 

 「「労使見解」は常に私たちに、経営者としてのあるべき姿勢を問い
かけ、労使関係の創造的発展こそ企業成長の原動力であることを示
し続けてきました。（まえがきより）」  
 ２０２２年度の中同協方針、企業づくりでは「人を生かす経営」の実
践を呼びかけています。いまいちど『労使見解』を読み込み、ポストコ
ロナを見据えた経営姿勢の振り返りをしませんか。 
 

書籍紹介 

同友会の書籍をご紹介します。     

   お求めは事務局まで 

西   裕介 （にし ゆうすけ）  

(株)YAN／代表取締役            

金沢城南支部／ 宮地Ｇ  

推薦者：宮地／森下 
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９ 月の 
行事予定 

I N F O R M A T I O N  

すべての行事は事前登録制です。 

会員外の経営者の参加希望は事務局までご連絡下さい。 

金沢城南支部          9月行事 

※開催方法は、リアル会場を予定している場合でも新型コロナウイルス感染状況により、オンラインとなる場合があります。 

金沢中央支部         グループ会 

9月10日（土）9：30～18：30 

未来のまち創造館  

参加費：2,000円（同友会会員のみ） 
 

 「JO Fes 2022」  
   OPEN CAMPUS FEST 

 
   今年のJO Fesは、同友会ってなに？城

南支部ってどんな支部？の疑問にお答えす

るハートビートなオープンキャンパスに！！ 

  地域のことから食べることまで、個性を生

かし合うイベントをお楽しみください。 
 

※詳細は同封のチラシ、e.doyuを 

                         ご参照ください。 

グループ会開催月です。 

詳細は各グループごとにe.doyuにてお

知らせ致します。 

白山・野々市支部         9月例会  

 

能登支部              9月例会 

9月13日（火）17：30～19：30   

七尾商工会議所 
 

絹川 善隆 会員 地域政策委員⾧ 

㈱絹川商事 代表取締役  
 

 地域政策委員会では、「日本で一番人と

地域を大切にする中小企業経営県」を掲

げ活動しています。 

 7月に開催した「中小企業経営者が考え

る地域の活性化と中小企業の未来」では、

中小企業は、社会を支える地域のインフラ

「地域企業」であるとし、人と地域を大切に

する経済圏を作っていくことを確認しました。

絹川会員を報告者に迎える本例会は、対

象を能登地域に狭め、自社の役割・必要

性は何か？を深めていきます。 

金沢駅西支部           9月例会 

9月28日（水）18：30～21：00    

ITビジネスプラザ武蔵 
 

「社員と向き合って見えた会社の進むべき道 

       ～すべての人に豊かな街を～」 

山岸 恒平 会員  

㈱第一地所 取締役専務 

 大きな仕事がしたいと東京で就職。その

後、父の経営する会社に入社するも埋まら

ない社員との溝。より仕事に没頭し成果を

残すも社員との溝は深まるばかり。そんな時

に聞いた会⾧の言葉や同友会の学びで向

き合えた自分と社員、そこにはどんな苦悩が

あったのか？実践を続け、壁を乗り越え続

けてきた山岸会員の夢と進むべき道を報告

します。 

南加賀支部             9月例会 

9月16日（金）18：30～20：45   

小松市民センター 

※状況を見てオンラインの場合あり 

「南加賀支部の伝統を引き継ぐ」 

 パネラー：西野 稔彦 会員  

        升田 英治 会員 

          上出 伸幸 氏 ※元会員ゲスト 

 コーディネーター：松多 伸悟 会員  
  

 老若男女問わず連携がうまくとれている南

加賀支部。それは今の形にとらわれない活

動や昔からの伝統を引き継いでいるからで

はないでしょうか？ 

 その活動や伝統とは何か？会歴の浅い

会員が増えている今、ベテラン会員より同

友会活動の歴史や伝統にスポットを当てて

伝え継承します。 

9月22日（木）18：30～21：00 

リアル想定会場は調整中 
 

 「ローカルSDGsワークショップ！」 

Round2 ～産学連携でさらに広げ！ 

             深堀！実践へ！～ 
 

 7月に行った第1回のローカルSDGsワーク

ショップから、さらに地域の様々な課題や意

見を集めるために、地域内ゲスト、学校、

学生などを交えた第二回ワークショップを行

います。  

 地域の魅力や価値、実力（今あるも

の）の情報をさらに広げ、問題を深堀し、

課題の解決と、「地域ビジョンマップ」「エコビ

ジネス」などに繋がるようなワクワクするワーク

ショップにします。 

 



 

 

入会のお申込み・お問い合わせは       
石川県中小企業家同友会事務局 

Ｔｅｌ.076-255-2323 
  

今月の表紙 

発行/石川県中小企業家同友会 〒920-0059 金沢市示野町南52 AKビル3階 tel.076-255-2323  fax.076-268-5656 

地域政策委員会 中小企業魅力発信行事 登壇者 

篠田 隆行 金沢大学准教授   橋本 昌子 代表理事 

絹川 善隆 地域政策委員長   櫻井 浩一 会員                   
表紙写真提供：(株)エム.ビデオプロダクション  宮野 晃 広報委員  

❾月 DOYU Meeting＆Event Schedule 

1 木 金沢中央支部役員会18：00 

2 金 能登支部役員会13：00 

3 土  

4 日  

5 月 経営者フォーラム実行委員会11:00 

6 火  

7 水 女性部会企画実行委員会11:00  

8 木 

地域政策委員会14：00 

例会連絡協議会16：00 

金沢城南支部役員会18：30 

南加賀支部役員会18：30 

9 金 女性部会問答塾① 

10 土 JO Fes 2022（金沢城南支部行事）  

11 日  

12 月 

社員共育オリエンテーション18：00 

広報委員会16：30 

金沢駅西支部役員会18：30 

13 火 
能登支部例会 

白山・野々市支部役員会18：30 

14 水 環境経営委員会16：00 

15 木  

16 金 南加賀支部例会 

17 土  

18 日  

19 月  

20 火 障害者問題委員会16：00 

21 水 社員共育委員会18：00 

22 木 白山・野々市支部例会 

23 金 経営指針講座②（合宿） 

24 土 経営指針講座②（合宿） 

25 日  

26 月 仲間づくり委員会16：00 

27 火  

28 水 金沢駅西支部例会 

29 木  

30 金  

出欠回答にはe.doyuが便利！（モバイル版）→  

https://ishikawa.e-doyu.jp/ 

※ユーザーID、パスワードが 

ご不明な方は、事務局まで 

お問い合わせください。 



 

 


